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臨床研修医

小野　浩輔
おの　こうすけ

臨床研修医

大本　寛之
おおもと　ひろゆき

　こんにちは。研修医１年目の小野浩輔と申します。私は、今

年の３月に熊本大学医学部を卒業し、４月より熊本医療センター

で初期臨床研修をさせていただいております。

　残暑が続く８月下旬にこの研修医レポートを筆記しているの

ですが、研修医生活が始まり、早くも 5ヶ月もの時間が過ぎ去

ろうとしております。未だに病院内で慣れないことは多々あり、

上級医の先生をはじめとした病院スタッフの方々のお世話にな

りながら、日々の生活を送っております。

　さて、今回は「くまびょうニュース」での研修医レポートの筆

記という貴重な機会をいただきましたので、研修医生活の始ま

りとなった麻酔科と現在研修させていただいている消化器内科

　はじめまして、研修医１年目の大本寛之と申します。長崎大

学医学部を卒業し、４月より熊本医療センターにて初期研修を

させていただいております。初期研修がスタートしはや５か月が

経ちました。

　私は外科から研修をスタートし消化器内科、循環器内科、麻

酔科と研修させていただいております。カルテの使い方に始ま

りとにかく何もわからない状況からスタートしましたが、指導

医の先生をはじめ各科の先生方から大変親切で温かいご指導を

いただき、充実した研修を送らせていただいております。また、

各科回らせていただいております間、皆様に多くのご迷惑おか

けし、フォローいただきました。この場を借りてお礼申し上げ

について記させていただこうと思います。

　まず、麻酔科についてですが、研修医生活の始まりであった

こともあり、当初は多くの困難に直面したほろ苦い記憶が残っ

ております。しかし、その分、麻酔科研修の 6 週間を通して大

幅に成長できた実感がありました。上級医の先生の監視下では

ありますが、それでも責任は伴うため、生半可な気持ちではい

けず、事前に十二分な時間をかけて毎度入念な準備をしており

ました。この習慣は２年間の研修医生活だけではなく、その後

の医師生活においても一生活かしていけることだと考えており

ます。

　次に、消化器内科についてですが、人間が生きる上で切って

も切り離せない「食」に強く関わる臓器を主に診る診療科とい

うこともあり、患者数が多いというのが第一印象でした。その

分、多くの診察や手技等を経験させていただいておりますが、

一人一人の患者さまに勉強させていただいているという感謝の

気持ちを忘れずに今後も研修医生活を送っていきたいと考えて

いる所存です。

　最後にはなりましたが、これからも日々の研鑽を怠ることな

く、一人前の医師に少しでも近づけるよう精進して参りますの

で、２年間という短い間ではございますが、今後とも何卒宜し

くお願い致します。

ます。

　４つの診療科を回らせていただき、各診療科の先生方が大変

悪い状態で救急外来に運び込まれた患者さまを退院に導き、回

復する過程を共に診させていただき、自分もそのようになりた

いと思うと同時にならなければならないという使命感を強く感

じました。しかし、私自身について振り返ると少しずつできる

ことは増えていますが、相変わらずできないことだらけで成長

スピードの遅さに焦ることの方が多いですが、ローマは一日に

して成らないように、日々の努力を怠らずにベストを尽くしすし

かないのだと感じております。また、今までの５か月間を振り

返り最も感じることは、医療は一人で行うことはできないとい

う事です。なにをするにもそれを支えてくださる方や指導して下

さる方あって出来る事で、一人で患者さまを診ているのではなく

チームで診ており、それは今後立場を変えても役回りが変わる

だけで大きなものの一つにすぎないのだろうと感じます。

　これからも様々な科で研修していく中で皆様に数多くのご迷

惑おかけする事もあるかと存じますが、たくさんのことを吸収

し、患者さまの役に立てるよう精進して参ります。これからも

どうぞよろしくお願いいたします。
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2021 年 11 月研修のご案内

※今後の感染状況や熊本県の動向を踏まえ、急遽変更・中止にさせていただく場合がございます。
最新の情報は当院ホームページ等でご確認をお願いいたします。

研修センター
QR コード▶

研修へのお問い合わせはこちら
国立病院機構熊本医療センター
地域医療研修センター（096）353-3515（直通）
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